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アジェンダ

自己紹介

厳しさを増す老健経営

老健の現状、介護人材不足の現状

人材対策（処遇改善、多様性、生産性向上）

生産性向上

多様性（外国人、パート合格、育成就労）

人材対策の具体的な取組

心理的安全性

まとめ

高稼働の向こうに見えるもの！
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プロフィール 光山誠

【経歴】

医療法人敬英会理事長/社会福祉法人敬英福祉会理事長

（公社）全国老人保健施設協会理事（人材対策委員会委員長）

（公社）大阪介護老人保健施設協会理事（人材対策部会長）

（公社）日本認知症グループホーム協会（経営委員会人材対策WG委員長）

（一社）和歌山県老人保健施設協会監事

立命館大学大学院経営管理研究科（MBA）非常勤講師（介護経営）

大阪商工会議所アドバイザー

他
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令和6年度 全老健委嘱外部委員一
覧

 厚生労働省「第７回外国人介護人材の業務の在り方に関する検討会」参考人

 厚生労働省委託事業「介護の日本語学習支援等事業検討委員会」委員

 厚生労働省委託事業「介護デジタル中核人材養成に向けた調査研究事業」委員

 厚生労働省委託事業「介護現場の生産性向上に関する普及加速化事業」委員

 厚生労働省委託事業「介護テクノロジーの普及広報に係る映像制作事業」委員

 厚生労働省老人保健健康増進等事業「外国人介護人材の受入れ・定着にむけた効果的な
ＩＣＴ機器等のツールの利用に関する調査研究事業」委員

 厚生労働省老人保健健康増進等事業「外国人介護人材の介護福祉士国家資格取得の支
援強化に関する調査研究事業」委員

 AMED・経産省医福室「ロボット介護機器の社会実装に向けたエビデンス基盤構築のた
めの調査事業」委員

 文部科学省委託事業「専門職業人材の最新技能アップデートのための専修学校リカレン
ト教育（リ・スキリング）推進事業」委員

 公益社団法人日本介護福祉士会「介護福祉士の在り方検討会」委員

＊赤字が外国人材関連、黄字が生産性向上関連4



老人保健施設グリーンｶﾞｰﾃﾞﾝ橋本
グループホーム幸楽の里

ケアハウス幸楽の里アネックス
和歌山県橋本市

有料老人ホーム
幸楽の里服部緑地

大阪府豊中市

老人保健施設さくらがわ
大阪市浪速区

老人保健施設つるまち
大阪市大正区

和歌山県

医療法人敬英会
社会福祉法人敬英福祉会
分布マップ

特別養護老人ホーム
幸楽の里ねや川
大阪府寝屋川市
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厳しさを増す老健施設経営（2023年度）

老健稼働率90.4％（22年度は87.7％）赤字施設30.8％（22年度は41.6％）

 2023（R5）年度で初めて前年より介護職員が約2.9万人減少した。
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介護人材不足の現状
2023（R5）年度で初めて前年より介護職員が約2.9万人減少した。
関連して介護事業所の倒産も増大している。
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令和６（2024）年は過去最大の労働人口
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労働力人口の推移(万人)

(労働力調査より作成)

2024年
6,957万人
(過去最多)

注）2011年については、データが一部欠落していることから除外して作成



老健経営とは？

人材を確保・育成・定着させる？

稼働を維持・向上・安定させる？

類型を上げ・維持する？

経費管理をする？

設備の管理・更新をする？

ヒト・モノ・カネ（有形）

時間、情報・知的財産（無形）

 ・・・・
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（モノ）建物、設備、機器等

自分の親を入所させることを考えると・・・・

設備投資は負債ではなく資産である！

介護テクノロジー導入は生産性向上のためには不可欠！

設備投資をすると稼働が上がる！

そのためにはカネが必要！
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（ヒト）人材

政策（処遇改善、生産性向上、多様性）

質（資格）と量（安定）の両立

外国人とデジタルテクノロジーの活用

週休3日との選択制へ
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公益社団法人
全国老人保健施設協会
管理運営委員会作成
（令和3年度改定版）
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WAM
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施設類型別 入所利用率の分布

(入所利用率：%)

注1)サンプルは機構の貸付先のみです。
注2)その他型と療養型については、サンプル数が少なく個別性が極めて高い内容になる恐れがあるため、施設類型別の図を割愛しています。
注3)箱ひげ図の数値は、各施設類型の入所利用率についてデータの分布を表したものです。グラフ上部から最大値、第3四分位（75%に位置

する値）、中央値（50%に位置する値）、第1四分位（25%に位置する値）、最小値を示しています。なお、全体の傾向から大きく離れ
た数値に関しては外れ値とみなし、除外しています。

➢ 在宅強化型と超強化型は最小値が高く、バラツキが小さい傾向がみられる
➢ 2023年度は2022年度と比べ、すべての施設類型において中央値が上昇している

96.0

92.6

88.4

（出所：福祉医療機構）
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(利益率：%)

施設類型別 入所利用率区分ごとの利益率の推移

総数 基本型 加算型 在宅強化型 超強化型

施設数 利益率 施設数 利益率 施設数 利益率 施設数 利益率 施設数 利益率

75%未満 81 △ 4.0 27 △ 2.3 28 △ 7.7 8 △ 8.0 14 3.0

75%以上80%未満 63 △ 3.5 16 △ 4.9 20 △ 4.7 7 △ 5.4 17 △ 0.7

80%以上85%未満 131 △ 0.4 28 △ 0.1 52 △ 0.0 9 △ 1.6 37 △ 1.8

85%以上90%未満 271 0.7 65 2.3 71 △ 0.7 41 △ 0.4 81 0.8

90%以上95%未満 497 2.8 109 3.5 150 2.4 66 3.1 159 2.6

95%以上 465 5.1 123 5.1 122 4.9 45 5.9 163 4.7

計 1,508 0.7 368 3.6 443 △ 5.9 176 △ 6.4 471 8.6

注1)サンプルは機構の貸付先のみであり、利益率には併設の短期入所、通所リハビリテーションを含みます。
注2)利益率は「事業利益÷事業収益」で算出しています。

(入所利用率)

➢ 入所利用率が高いほど利益率も高い傾向がみられる
➢ すべての施設類型において、入所利用率95%以上の区分の利益率がもっとも高い

△10.0

△8.0

△6.0

△4.0

△2.0

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

総数 基本型 加算型 在宅強化型 超強化型

75%以上
80%未満

75%未満 80%以上
85%未満

85%以上
90%未満

90%以上
95%未満

95%以上

（出所：福祉医療機構）



WAM

21

入所利用率区分別 利益率の分布

(利益率：%)

注1)サンプルは機構の貸付先のみであり、利益率には併設の短期入所、通所リハビリテーションを含みます。
注2)箱ひげ図の数値は、各施設類型の入所利用率についてデータの分布を表したものです。グラフ上部から最大値、第3四分位（75%に

位置する値）、中央値（50%に位置する値）、第1四分位（25%に位置する値）、最小値を示しています。なお、全体の傾向から
大きく離れた数値に関しては外れ値とみなし、除外しています。

(入所利用率)

➢ 分布でみても、入所利用率が高くなるほど、利益率が上昇する傾向がみられる
➢ 入所利用率が高い区分になるほど、最小値および最大値も上昇している

40.0

30.0

20.0

10.0

0.0

△10.0

△20.0

△30.0

△40.0

75%以上
80%未満
n=63

75%未満
n=81

80%以上
85%未満
n=125

85%以上
90%未満
n=259

90%以上
95%未満
n=482

95%以上
n=455

（出所：福祉医療機構）



WAM

22

(参考) 入所利用率区分別 利益率の分布 ～超強化型～

(利益率：%)

注1)サンプルは機構の貸付先のみであり、利益率には併設の短期入所、通所リハビリテーションを含みます。
注2)箱ひげ図の数値は、各施設類型の入所利用率についてデータの分布を表したものです。グラフ上部から最大値、第3四分位（75%に

位置する値）、中央値（50%に位置する値）、第1四分位（25%に位置する値）、最小値を示しています。なお、全体の傾向から
大きく離れた数値に関しては外れ値とみなし、除外しています。

40.0

30.0

20.0

10.0

0.0

△10.0

△20.0

△30.0

△40.0

75%以上
80%未満
n=17

75%未満
n=10

80%以上
85%未満
n=32

85%以上
90%未満
n=81

90%以上
95%未満
n=155

95%以上
n=162

(入所利用率)

△13.7

➢ 入所利用率85%未満の区分はサンプル数が少ない点に留意が必要だが、超強化型においても入所利用率が高くなるほど利
益率が上昇する傾向がみられる

△14.8

△2.5
△5.3

△20.3
△16.2

△5.9

△12.8

△3.1△4.7

△7.3

4.8

（出所：福祉医療機構）



敬英会老健3施設（さくらがわ、つるまち、グリーンガーデン橋本）
4年9ヶ月間（令和2年4月~6年12月）稼働率比較表

100.2

101.3 101.4

100.5 100.7

94.7

97.9

101.3

99.7

100.5

98

93.4

95.7

97.6

98.6

88

90

92

94

96

98

100

102

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度(4-12月平均)

老健3施設稼働率推移

老健さくらがわ 老健つるまち 老健グリーンガーデン橋本
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人材不足とは？
（著者作成）

実務的

•制度

•能力

•質

•動線

•等

心理的

•過去との比較

•習慣

•社会情勢

•等

基準的（法的）

•介護保険法

•労働基準法

•働き方改革

•等
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人材不足に対しての政策

処遇

改善

多様性
生産性

向上
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介護サービスにおける生産性向上

上位目的 介護サービス
の質の向上

人材の定着・確保

生産性向上に取
り組む意義 人材育成

チームケアの
質の向上

情報共有の効率化

介護の価値を高める

厚生労働省「介護サービスの生産性向上ガイドライン」より抜粋

地域で求められる老健！

27



28



29



研修の目的
• 介護現場における生産性向上の方策のひとつとして、テクノロジーを効果的に活

用し、より質の高いケアを実践できる介護職員を育成する。
• 利用者の自立支援につながる個別性の高いケアを実現するために、介護現場や組

織全体がチームとなって業務改善に取り組むためのリーダーシップと、介護ロ
ボットやICTを最大限に活用することができるアセスメント力をはじめとする、
科学的介護の実践力の涵養をめざす。

デジタル・テクノロジー基本研修（モデル研修）の概要

研修の対象
• 介護現場での実務経験が3年以上あり、かつ、次の

①②いずれかに該当する方を対象とする。
① 介護福祉士資格取得後、2年以上の実務経験が

ある方
② 自職場で、業務改善や介護ロボット・ICT導入

について担当している方（取り組みたいと考
えている方）

受講にかかる費用
• 無料
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介護福祉士国家試験の受験者・合格者の推移

出典：日本介護福祉士会資料
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介護福祉士国家試験パート合格

受験者数、合格者数減少が背景

実務ルートでの受験をしやすくすることが目的

国家資格としての知識・技能の質の低下がないことが前提

特定技能介護については5年間の在留期間内での合格ができない
場合の期間の延長に関しては検討

受験費用は現状維持

開始時期は令和8年1月の第38回国家試験
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出典：厚生労働省資料
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出典：厚生労働省資料
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お金だけでは無理！（ベトナムのケース）

出典

34357ドル/2022年

4262ドル/2022年

49175ドル/2012年

2197ドル/2012年

2012年1ドル約81円→2022年1ドル約132円

現在約157円
（2025年1月現在）
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機関誌「老健」2024年12月号から抜粋44



技能実習制度は、法改正により育成就労制度へと今後変わっていく
（2024年６月の公布日から３年以内に施行）。

 2024年８月26日には「厚生労働省国際保健ビジョン」も公表、国際
的な人材獲得競争が激しさを増していると言われている。

育成就労制度は原則として３年間でケアの技術等を学び、特定技能
へとキャリアアップしていく仕組みである。老健施設は、外国人の
方に介護福祉士の資格を取得していただくことをみすえて、支援・
環境整備を進めてほしい。
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全老健として独自の外国人介護人材を受け入れるためのガイドラ
インづくりを計画している。

日本の基準の介護ブランド「JAPAN KAIGO」、「介護を学ぶの
なら日本」と言われるように総合的に経験し学べるのは老健施設
の魅力である。

外国人介護人材を受け入れて、研修・育成を行う場として老健施
設はうってつけである。

在宅介護も施設介護も経験できるし、多職種とともに看護・医療
やリハビリなどを学べるのも老健施設の魅力である。
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外国人介護福祉士の養成校ルートと実務ルート

養成校ルート

日本語学校（１～2年間）→養成校（2年間）→就職

経過措置終了後（R7年度入学以降）は国家試験合格必須のためパー
ト合格を活用可

修学資金貸付金返済猶予期間は原則5年 ＊過疎地3年

実務ルート

技能実習（育成就労）（3年間）→特定技能（5年間）

3年間経過後に実務者研修受講後、国家試験を目指す（パート合格は
活用可）

48



人材対策の取組事例

外国人介護福祉士の確保・育成・定着

①日本語をまなぼう（介護福祉士会）

②トレーラーハウス

③キャリア支援（認知症カフェ）

④スポットワーク（カイテク、カイテクシフト）

⑤施設と家族との連絡アプリ（NDソフトウェア、繋がる家族）

外国人を採用することによる経営的な有利点
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外国人を採用することによる経営的な有利点

離職率低下（グリーンガーデン橋本、R5年16.0％→R6年6.9％）

平均年齢低下、維持

（グリーンガーデン橋本→全体43.2歳・日本人47.7歳・外国人26.3歳）

採用コストの低減（派遣や有料職業紹介に比べて）

外国人介護福祉士増加による売上向上（サービス提供加算Ⅰ）、質の向上

長期滞在、定住化、永住化（不法滞在はダメ）
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2023年8月24日厚生労働大臣優良表彰
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外国人介護人材の受け入れのポイント

生活

就労学習
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取組事例①

コミュニケーション支援の事例

「にほんごをまなぼう」

公益社団法人日本介護福祉士会資料から抜粋
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日本の介護を学び、現場で働く外国人、
そして日本の介護を伝える人のためのWebサイト
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国際介護人材支援Webサイト 「にほんごをまなぼう」



60

国際介護人材支援Webサイト 「にほんごをまなぼう」



取組事例②

生活支援の事例

トレーラーハウスを活用した職員寮

（株）パークホームズ資料から抜粋
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トレーラーハウスのメリット

 動産（車両）としての取り扱いであるので、建築確認申請が不要、不動産取得税、固定
資産税も不要である。

 道交法上、建基法上は車両扱いであるが、一般道路は許可なく走れないので車検取得は
不要である。

 減価償却4年定率法（初年度50％＋α）、中古の場合は1年で償却ができる可能性がある。

 建基法から除外されるので、通常は一般建築ができない土地に設置が可能である。

 不用になれば移動、売却ができる。

 発注後２～３か月で納品、内装・設備工事等が1～2週間、その後即利用が可能である。

＊上記は使用方法によっては行政協議が必要の場合があるので注意してください。
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トレーラーハウス4台目搬入（2025年1月10日）66



取組事例③

外国人介護職員が主体となって運営している認知症カフェで地域との交流を
することにより、経験をつんでキャリアアップにつなげる！
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場所 柿の木坂942-139（元パーシモン）

認知症カフェって？

認知症について気軽に話すことの

できる集まりです。

専門職のカフェスタッフに相談もできます。

症状のあるご本人だけでなく、ご家族や地域の方も

気軽に足を運んでください。

外国人と郷土料理作りを楽しもう！

今回はベトナム春巻き を皆で作ります！

ﾜｰﾙﾄﾞｶｯﾌﾟ
（外国人と集う認知症カフェ）

はじめます！

外国人と交流しよう
日時 令和6年9月26日（木）

13：00～15：00

参加申し込み ☏ 0736-37-4165
医療法人敬英会 介護老人保健施設
グリーンガーデン橋本

参加費 ひとり200円 持ち物 不要

主催



取組事例④

カイテク

業界最大規模の介護職・看護職の有資格者向けワークシェアサービス

カイテクシフト

介護施設及び医療機関向け無料シフト管理サービス
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大阪府様との連携協定（2024年10月）

● 大阪府内における介護人材の育成・確保および潜在介護福祉士の復職支援に取り組むことを目
的に連携協定を締結

70©2025 CaiTech, Inc. All Rights Reserved.

大阪府様との連携協定締結式 大阪府様Webサイト



カイテクとは

ユーザー

50万人
事業所
9,000所

介護職・看護職 介護施設・医療機関

カイテクとは

● 業界最大規模の介護職・看護職の有資格者向けワークシェアサービス
● ワークシェア = 潜在介護福祉士・看護師の埋蔵時間を掘り起こし事業所とマッチング(助け合い)

71©2025 CaiTech, Inc. All Rights Reserved.

● サービス開始5年、介護・看護のワークシェア
サービスとして業界最大級の規模へ

特徴

•介護福祉士・看護師をはじめとした有
資格者の即戦力人材のみが登録

有資格者
限定

•長期雇用を希望するワーカー様を引き
抜いた場合も当社への費用は発生なし

引き抜き
無料

•求人掲載数、有資格者の利用率ともに
業界No.1(※24年9・10月外部調査)

業界No.1

•全体：882件
•老健：57件

大阪登録
事業所数

※ワーカー数・事業所数は2025年1月時点



カイテクシフトとは

72©2025 CaiTech, Inc. All Rights Reserved.

● 介護施設及び医療機関向けシフト管理サービス。
● 煩雑なシフト作成・配布・人員調整業務のDX化を実現し、大幅な生産性UPに寄与。

※新規オプションは将来的に有料になる可能性がございます

基本料金

無料

導入効果：介護付き有料老人ホーム

シフト作成期間が11日間→5日間に削減
● アプリで回収した希望休は自動転記
● シフト配布はシステムからワンクリックで配布

スポットワーク調整時間が100分→1分間に削減 ※

● 事業所の人員過不足状況が一覧で把握
● シフト作成画面上から求人出稿

行政への提出書類もカンタン作成

● シフト表を作るだけで、運営指導の際に必要となる
勤務形態一覧表用のデータを自動生成

シフト作成時間が26時間→10時間に削減 ※

● 不足する勤務タイプを瞬時に確認
● 職員の希望休やコメントを確認しながら調整

※シフト作成担当者4名分の合算値

▼お申し込み方法▼

フォームよりお申し込みください
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取組事例⑤

つながる家族

 NDソフトウェア株式会社

施設と家族との連絡アプリ
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商品概要

＼利用者・ご家族様のスマートフォンアプリへ配信／

家族と福祉のつながる安心

利用料
請求書

お知らせ
利用料
領収書

75

対応

代理受領
通知書

※ほのぼのｍｏｒｅのみ



商品概要

こんなことに困っていませんか？

毎月請求書や領収書の発送作業に時間がかかる・・・

送った請求書や領収書の封入が間違っていないか不安・・・
毎回ダブルチェックは時間がかかる

請求書や領収書を失くしたご家族から再発行の依頼が
入ることがあるけど、出し直し自体なくせないかな・・・

毎月の請求書類以外にも会報やお知らせを送るのに
結構な経費がかかっている・・・

請求書届いているはずなんだけど、ちゃんと見てくれているかな・・・

が解決します！
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商品概要

・今までの作業の場合

・つながる家族の場合
利用者・家族へ

利
用
者
・

家
族
へ
配
信

請
求
書
デ
ー
タ

作
成
・
送
信

請
求
書

デ
ー
タ
作
成

送
付
状
等
の

作
成
・
印
刷

請
求
書
の

封
入
・

封
か
ん
作
業

請
求
書
投
函

請
求
書
印
刷

時間・工程削減

ほのぼのＮＥＸＴ、ほのぼのｍｏｒｅの請求書データをそのまま配信するため、
誤送信のリスクがなく、作業時間やコストを大幅に削減できます！
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2事業所分の利用料請求書を200通発行する場合

請求書を
印刷して郵送

作業時間

2日間で16時間

1日間で2時間

約80％
カット！

1日目 計算・集計・完成・印刷

2日目 封入・発送

1日目 計算・集計・完成・配信

2日目 なし

請求書を印刷して郵送

作業内容

誤送信のリスク
と

精神的な負担

画面操作で
完結！
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作業比較

※自社調べ



請求書を
印刷して郵送

人件費

切手代

用紙代

インク代

人件費

アプリ利用料

約80％
カット！

合計:8,800円合計:39,460円

人件費(2時間) 2,800円

アプリ利用料 6,000円

合計 8,800円

請求書を印刷して郵送

インク代(0.6円) 120円

用紙代(0.7円) 140円

切手代(84円) 16,800円

人件費(16時間) 22,400円

合計 39,460円

※操作説明、インストール等除く。

2事業所分の利用料請求書を200通発行する場合

コスト内訳 コスト比較

2024年秋には切手代が110円へ値上げが予定されています。
大幅な時間短縮と更なるコストの削減が期待できます！
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コスト比較

※自社調べ

値上げ
予定



介護現場に求められる心理的安全性とは？

「みんなが気兼ねなく意見が述べることができ、自分らしくいられる文化」

＊出所「恐れのない組織」エイミー・Ｃ・エドモンソン

多職種が役割・役職に応じて公平に扱われる

異なる世代・性別・国籍など多様性が尊重される

ハラスメントがなく風通しの良いホワイトなイメージ

ライフステージに合ったWLB

「フィアレスな組織」
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感謝のクオカード

2020年度 2021年度

2022年度 2023年度
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今年（令和６年度）はコメ不足!
82



まとめ①

制度の変化にしっかりと対応！

良い人材は国籍を問わず長く働いてもらう仕組みを構築！

都市部はもとより地方への対策を強化！

 1つの手段では難しくなってきている！

地域の特性に応じた複合的な手段を講じて乗り切らなければもはや生
き残れない！

83



まとめ②

生産性向上はデジタルとアナログの共存！

スモールサクセスの繰り返し！トライ＆エラー！

ライバルは隣の施設、事業所だけではない！

お客様は神様ではない！スマイルゼロ円は無い！

カスハラは絶対許さない！
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カスハラは絶対許さない！85



高稼働の向こうに見えるもの！（カネ）

利用者のため！

地域のため！

法人・事業所のため！

何よりも自分、そして自分の家族のために！
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ご清聴ありがとうございました！

参考資料

厚生労働省

福祉医療機構（WAM）

大阪府

公益社団法人全国老人保健施設協会（全老健）
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